
DECEMBER 2011 市政 48市政 DECEMBER 201149

1

わが
を
語
る

市
旧
国
名「
加
賀
」ブ
ラ
ン
ド
の
振
興

　

加
賀
市
は
半
世
紀
以
上
旧
国
名
「
加

賀
」を
使
い
続
け
て
お
り
、
よ
う
や
く
名

前
負
け
し
な
い
自
信
が
つ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
全
国
に
は
旧
国
名
を
名
乗
る

地
域
が
数
多
く
あ
り
、
本
市
と
同
じ
よ

う
な
問
題
意
識
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、「（
仮
称
）名
前

負
け
し
な
い
市
政
を
考
え
る
会
」で
も
提

唱
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
域
は
山
岳
部
か
ら
海
岸
線
に
至

る
大
聖
寺
川
、
動
橋
川
の
全
流
域
を
カ

バ
ー
す
る
旧
大
聖
寺
藩
十
万
石
の
領
域

と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お
り
、
自
給
自
足
的

地
域
経
営
が
な
さ
れ
て
き
た
藩
政
を
反

映
し
て
、
多
く
の
歴
史
・
文
化
資
源
、

産
業
資
源
を
保
有
す
る
地
域
で
す
。
本

市
は
、
県
外
の
観
光
客
に
は
加
賀
ブ
ラ

ン
ド
と
重
な
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
一
の
木
地
轆ろ

く
ろ轤
挽
き
物
を
は

じ
め
と
し
た
山
中
漆
器
、
伝
統
的
手
法

に
よ
り
天
然
鴨
を
捕
獲
す
る
片
野
鴨
池

の
坂
網
猟
、
北
前
船
主
の
屋
敷
な
ど
が

集
積
す
る
か
つ
て
日
本
一
の
大
富
豪
村
と

い
わ
れ
た
橋
立
地
域
お
よ
び
山
村
集
落

で
あ
る
加
賀
東
谷
地
域
の
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
な
ど
、
い
ず
れ
も
加
賀

ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ア
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

骨
董
価
値
の
高
い
古
九
谷
の
産
地
を

め
ぐ
り
大
聖
寺
川
上
流
の
九
谷
説
と
九

州
有
田
説
が
論
争
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
国
立
博
物
館
は「
伊
万
里
焼
・
古

九
谷
様
式
」
と
有
田
説
に
よ
る
表
示
を

し
、
加
賀
市
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

刺
激
し
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
市
と
し
て
は
こ
れ
を
逆
手
に
取
り
、

邪
馬
台
国
論
争
的
に
世
間
に
着
目
さ
れ

る
大
き
な
テ
ー
マ
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

誘
客
効
果
を
狙
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
湯
の
恵
み
と
加
賀
温
泉
郷
の

地
域
づ
く
り

　

温
泉
の
恵
み
を
受
け
た
本
市
は
、
山

中
、
山
代
、
片
山
津
な
ど
の
複
数
の
温

泉
地
を
抱
え
、
観
光
に
限
ら
ず
地
域
バ

ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
か
と
い
っ
た
問
題

が
政
策
課
題
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

観
光
施
設
の
戦
略
的
整
備
・
更
新
、
域

内
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
な
ど
、

従
来
地
域
ご
と
に
行
っ
て
き
た
活
動
か

ら
脱
却
し
て
本
市
全
体
の
総
合
的
取
り

組
み
と
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

域
内
総
生
産
額
で
観
光
業
を
超
え
る

基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業
は
、
漆
器
、

温
泉
銘
菓
と
い
っ
た
土
産
品
に
由
来
す

る
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に
輸
送
用
機
械

部
品
製
造
は
漆
器
生
産
技
術
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
し
た
。
土
産
用
食
品
か
ら

出
る
産
業
廃
棄
物
を
活
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ

に
本
市
は
お

湯
の
恵
み
に

よ
り
発
展
し

て
き
ま
し

た
。
し
か
し

温
泉
に
寄
り

掛
か
り
過
ぎ

て
、
ほ
か
の

観
光
資
源
を

活
用
し
て
こ

な
か
っ
た
と

批
判
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

産
業
界
も （
社
）
加
賀
市
観
光
交
流
機
構

を
設
立
し
、
宿
泊
産
業
に
限
定
せ
ず
全

産
業
的
取
り
組
み
を
展
開
中
で
す
。

　

温
泉
入
浴
施
設
は
地
域
住
民
の
共
同

入
浴
施
設
と
い
う
よ
り
も
、
観
光
政
策

的
な
意
味
で
も
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
山
代
温
泉
古
総
湯
が
そ

の
代
表
例
で
す
。
温
泉
旅
館
と
地
元
商

店
街
の
協
働
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
山
中

温
泉
の
ゆ
げ
街
道
の
成
功
に
触
発
さ
れ
、

山
代
温
泉
古
総
湯
周
辺
の
景
観
整
備
が

地
元
住
民
か
ら
も
強
く
希
望
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
片
山
津
温
泉
で
は

廃
業
旅
館
跡
地
に
、
柴
山
潟
と
白
山
が

眺
望
で
き
る
新
型
の
温
泉
施
設
を
建
設

中
で
す
。
平
成
24
年
春
開
業
に
向
け
地

域
住
民
一
丸
と
な
っ
て
片
山
津
温
泉
再
生

に
ま
い
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
柴
山

潟
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
化
運

動
と
と
も
に
、
広
告
規
制
や
風
俗
店
の

廃
止
な
ど
を
含
め
た
周
辺
地
区
の
環
境

整
備
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
全
線
開
通
と 

越
前
加
賀
の
連
携

　

加
賀
温
泉
郷
の
入
湯
宿
泊
客
数
は

４
０
０
万
人
か
ら
２
０
０
万
人
に
減
少

し
ま
し
た
。
旅
館
数
や
営
業
マ
ン
、
広

告
量
の
減
少
に
伴
い
、
ト
ー
タ
ル
で
の

加
賀
温
泉
郷
の
宣
伝
力
は
大
幅
に
低
下

し
、
特
に
若
年
層
へ
の
知
名
度
は
相
当

低
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
加
賀
温
泉

郷
の
入
湯
客
に
お
け
る
東
京
圏
の
割
合

は
１
割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
す
が
、

４
０
０
０
万
人
を
超
え
る
東
京
圏
は
潜

在
需
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
度
に
は
北
陸
新
幹
線
金
沢
暫
定
開
業

を
控
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
財
政
資

金
を
使
用
し
た
観
光
宣
伝
に
お
い
て
は
、

個
別
温
泉
名
で
は
な
く
加
賀
温
泉
郷
を

前
面
に
出
し
た
表
現
の
工
夫
を
す
る
と

と
も
に
、
温
浴
施
設
整
備
の
話
題
提
供

や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
、
加
賀
温
泉
郷

全
体
で
戦
略
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
本
市
が
助
成
す
る
も
の

に
つ
い
て
も
、
加
賀
温
泉
郷
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
臨
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

金
沢
駅
に
お
い
て
は
、
加
賀
市
ブ
ラ
ン

ド
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
、
新

幹
線
開
業
に
向
け
情
報
収
集
し
て
い
ま

す
。「
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
」
こ
と
か
ら

「
観
光
客
を
迎
え
に
行
く
」
こ
と
が
必
要

と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
新
幹
線
の
着

発
に
合
わ
せ
た
二
次
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

確
立
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
発
展
に
は
、
北
陸
新
幹
線
の

全
線
開
通
が
最
大
課
題
で
あ
り
、
東
京

に
加
え
、
関
西
・
中
京
地
区
と
も
高
速

鉄
道
で
直
結
で
き
る
米
原
ル
ー
ト
が
最

も
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
手

旅
行
会
社
は
、
東
京
圏
に
お
け
る「
越
前
・

加
賀
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
注
目
し
て
い
ま

す
が
、
県
境
と
い
う
見
え
ざ
る
壁
に
よ

り
、
物
理
的
距
離
以
上
に
情
報
距
離
が

大
き
い
の
も
現
実
で
す
。
越
前
・
加
賀

に
お
い
て
も
「
越
前
加
賀
宗
教
文
化
街
道

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
こ
れ
か
ら
死

生
観
に
関
心
を
抱
く
で
あ
ろ
う
団
塊
の

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
白
山
平
泉
寺
、

永
平
寺
、
瀧
谷
寺
、
吉
崎
御
坊
、
戸
田

城
聖
生
誕
地
、
大
聖
寺
山
の
下
寺
院
群

な
ど
の
宗
教
文
化
資
源
を
、「
越
前
加
賀

宗
教
文
化
街
道“
祈
り
の
道
”」と
し
て
戦

略
的
に
ル
ー
ト
化
す
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
全
線
開
通
が
早
期
に
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

加か

が賀
市（
石
川
県
）

加
賀
市
長（
観
光
学
博
士
）　
寺て

ら
ま
え前
秀し

ゅ
う
い
ち一

お
湯
の
恵
み
を
生
か
し
、

名
前
負
け
し
な
い
市
政
を
目
指
し
て

廃業旅館跡地に建設中の21世紀型の新温泉「片山津温泉館」

温泉旅館と地元商店街により整備された「山中温泉ゆげ街道」

◆ 

面
積　
　

３
０
６
・
00
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
２
６
４
３
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
８
６
７
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
大
聖
寺
川
・
動
橋
川
の
流

域
は
ひ
と
つ　

私
た
ち
が
つ
く
る
水
と
森

の
ふ
る
さ
と

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
石
川
県
の
南
西
端
に
位
置

し
、
東
南
部
の
山
地
を
背
に
日
本
海
に
面

す
る
。
大
日
山
を
源
と
す
る
大
聖
寺
川
、
動

橋
川
が
日
本
海
・
柴
山
潟
へ
注
ぐ
、
水
と
森

に
恵
ま
れ
た
地
域

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
1
日
、
加

賀
市
、
山
中
町
の
1
市
1
町
が
対
等
合
併

（
新
設
合
併
）

〔
特
産
品
〕
輸
送
用
機
械
器
具
、
繊
維
製
品
、

九
谷
焼
、
山
中
漆
器
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
地
酒

〔
観
光
〕
加
賀
温
泉
郷
（
山
代
温
泉
、
片
山

津
温
泉
、
山
中
温
泉
）、
山
代
温
泉
「
古
総

湯
」、
越
前
加
賀
海
岸
国
定
公
園
、
片
野
鴨

池
、
鶴
仙
渓
遊
歩
道
（
こ
お
ろ
ぎ
橋
、
あ

や
と
り
は
し
）、
県
九
谷
焼
美
術
館
、
九
谷

焼
窯
跡
展
示
館
、
北
前
船
の
里
資
料
館
、

中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
全
国
健
勝
マ
ラ
ソ
ン
日
本
海

大
会
（
４
月
）、
山
中
漆
器
祭
（
５
月
）、
山

代
温
泉
菖
蒲
湯
ま
つ
り
（
６
月
）、
山
代
大

田
楽
・
片
山
津
温
泉
湯
の
ま
つ
り
・
ぐ
ず
焼

ま
つ
り
（
８
月
）、山
中
節
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
・

十
万
石
ま
つ
り
・
山
中
温
泉
こ
い
こ
い
祭
（
９

月
）、
御
願
（
ご
ん
が
ん
）
神
事
（
２
月
）

加賀市長

寺前秀一

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

加賀市 金沢市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　
「
福
が
生
ま
れ
る
」
と
書
い
て
「
ふ
っ

さ
」と
読
み
ま
す
。
こ
の
、
縁
起
が
良
い

名
前
を
持
つ
福
生
市
は
、
都
心
か
ら
西

へ
約
40
㎞
に
位
置
し
、
市
の
西
側
に
は

多
摩
川
が
流
れ
、
豊
か
な
自
然
を
有
す

る
奥
多
摩
の
山
並
み
が
近
く
に
望
め
ま

す
。
東
側
に
は
米
軍
横
田
基
地
が
位
置

し
、
市
域
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い

ま
す
。
基
地
部
分
を
除
く
と
行
政
面
積

は
６
・
92
㎢
と
狭
い
市
で
は
あ
り
ま
す

が
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
、
五
日
市
線
、
八
高

線
の
３
路
線
が
走
り
、
駅
も
５
つ
あ
り
、

鉄
道
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

数
多
く
運
行
さ
れ
て
い
る
東
京
行
き
直

通
電
車
を
利
用
す
れ
ば
新
宿
ま
で
45
分

足
ら
ず
で
行
け
ま
す
。

異
文
化
共
生
の
ま
ち

　

本
市
は
2
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
は「
ア
メ
リ
カ
を
感
じ
る
ま
ち
」で

す
。
ま
だ
ま
だ
海
外
の
情
報
や
輸
入
品

も
少
な
か
っ
た
こ
ろ
、
本
市
は
米
軍
横

田
基
地
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
音
楽
な
ど
最
新
の
文
化
が
入
っ

て
く
る
地
域
で
し
た
。
流
行
に
敏
感
な

人
々
が
連
日
の
よ
う
に
訪
れ
、
そ
こ
か
ら

ア
メ
リ
カ
と
日
本
文
化
が
融
合
し
た
独

特
の
文
化
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
文
化
を
求
め
て
、
多
く
の
多
感
な
若

者
が
福
生
に
集
ま
り
、『
限
り
な
く
透
明

に
近
い
ブ
ル
ー
』
の
村
上
龍
や
山
田
詠
美

な
ど
の
作
家
、
ま
た
、
故
忌
野
清
志
郎

を
は
じ
め
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な

ど
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
愛
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
横
田
基
地
沿
い
を
走
る

国
道
16
号
線
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ヤ
シ
が

街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
、
地
域
の
商

店
街
は
ド
ル
が
使
え
る
商
店
街
と
し
て

テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

ち
の
味
付
け
は
ア
メ
リ
カ
風
で
す
。

　

も
う
１
つ
の
顔
は「
日
本
の
原
風
景
を

感
じ
る
ま
ち
」で
す
。
横
田
基
地
と
は
反

対
側
の
多
摩
川
、
玉
川
上
水
が
流
れ
る

本
市
の
西
側
に
は
、
江
戸
幕
府
の
奨
励

も
あ
っ
て
始
め
ら
れ
た
酒
造
業
や
、
養

蚕
業
を
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
た
ま

ち
の
原
型
が
あ
り
ま
す
。
玉
川
上
水
や

そ
こ
か
ら
引
か
れ
た
分
水
は
ま
ち
を
潤

し
、
２
つ
の
酒
蔵
を
は
じ
め
と
し
た
古

く
か
ら
の
屋
敷
や
蔵
が
点
在
し
、
基
地

や
駅
周
辺
と
は
趣
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
を
西
か
ら
東
へ
、
東
か
ら
西
へ
横

断
す
る
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
世
界
を

味
わ
え
ま
す
。
異
な
る
文
化
が
共
生
す

る
ま
ち
で
す
。

　

本
市
を
家
に
例
え
る
と
、
狭
い
な
が

ら
も
、
奥
多
摩
の
緑
の
山
々
を
望
み
、

床
の
間
が
あ
る
座
敷
に
、
洋
風
の
リ
ビ

ン
グ
ル
ー
ム
を
持
ち
、
玄
関
か
ら
出
る

と
す
ぐ
に
都
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

友
好
交
流
都
市

　

本
市
は
昭
和
45
年
に
人
口
３
万
人
の

特
例
措
置
に
よ
り
市
制
を
施
行
し
ま
し

た
。「
３
万
人
都
市
」
実
現
に
向
け
て
幹
事

役
を
務
め
た
６
市
で
交
流
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
市
町
村
合
併
を
経
て
現
在

は
３
市
（
福
生
市
、
北
海
道
登
別
市
、
滋

賀
県
守
山
市
）で「
友
好
交
流
都
市
協
定
」

を
締
結
し
、
市
制
40
周
年
を
迎
え
た
平

成
22
年
度
か
ら
は
、
よ
り
一
層
の
情
報

交
換
・
親
ぼ
く
を
深
め
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
協
力
し
合
え
る
職
員
づ
く
り

と
し
て
、
職
員
派
遣
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
本
市
の
職
員
が
登
別

市
に
、
守
山
市
の
職
員
が
本
市
に
、
登

別
市
の
職
員
が
守
山
市
に
派
遣
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
業
務
の
最
前
線
に
立
っ
て
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
本
年

で
61
回
目
を
迎
え
た
「
福
生
七
夕
ま
つ

り
」で
す
。
本
年
の
七
夕
ま
つ
り
に
は
４

日
間
で
42
万
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
８
月
４
日
に
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
登
別

市
の
小
笠
原
春
一
市
長
、
守
山
市
の
宮

本
和
宏
市
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

「
明
る
い
日
本
を
み
ん
な
で
」「
元
気
な
日

本
を
み
ん
な
で
創
造
」と
、
３
市
が
い
つ

ま
で
も
仲
良
く
、
一
緒
に
頑
張
ろ
う
と

各
市
長
に
短
冊
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
当
地
グ
ル
メ

　

今
、
全
国
で
ご
当
地
グ
ル
メ
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
も
商
工
会

と
連
携
し
て「
基
地
の
ま
ち
」の
魅
力
溢

れ
る
グ
ル
メ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る「
福
生
ド
ッ
グ
」を

開
発
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
ハ
ム
工
場

が
２
社
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
豚
を
用
い
た

ハ
ム
な
ど
、
地
域
住
民
に
非
常
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
資
源
を
生

か
し
、
特
別
に
つ
く
っ
た
直
径
23
㎜
、

長
さ
16
㎝
（
ふ
っ
さ
の
語
呂
合
わ
せ
と
、

国
道
16
号
を
意
識
）
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

使
い
、
決
し
て
Ｂ
級
で
は
な
い
と
い
う

自
負
を
持
っ
て
、
市
内
の
パ
ン
屋
さ

ん
、
飲
食
店
で
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
＝
福
生
ド
ッ
グ
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ネ
ギ
味み

そ噌
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
た
和
風
が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
風
あ

り
、
ド
イ
ツ
風
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

味
が
楽
し
め
ま
す
。
和
も
洋
も
、
こ
れ

は
ま
さ
に
本
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
い

え
ま
す
。

選
ば
れ
続
け
る
ま
ち

　

平
成
22
年
度
か
ら
第
４
期
の
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

で
は
、
誰
も
が
未
来
に
夢
を
持
っ
て
、

ず
っ
と
こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
課
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
と
い
う
ト

レ
ン
ド
の
中
に
お
い
て
は
、
総
合
計
画

に
示
し
た
施
策
・
事
業
の
重
点
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
本
年
度
か
ら

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
む
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
市
内
施
設
な
ど
を
利
用

し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
の
撮
影
を

支
援
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

電
気
自
動
車
や
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自

転
車
を
活
用
し
て
の
観
光
事
業「
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
活
用
モ
デ
ル
事
業
」や
前
述

の
「
福
生
ド
ッ
グ
」
も
そ
の
一
環
で
す
。

こ
れ
ら
の
本
市
の
魅
力
を
再
発
見
、
あ

る
い
は
創
造
し
、
発
信
す
る
た
め
に
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課
を
新
た
に
設
置

し
て「
訪
れ
た
い
、
住
み
た
い
、
自
慢
し

た
い
」ま
ち
、
皆
さ
ま
に
選
ば
れ
続
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

福ふ

っ

さ生
市（
東
京
都
）

福
生
市
長
　
加か

と

う藤
育い

く

お男

「
選
ば
れ
続
け
る
ま
ち
」を
目
指
し
て

ヤシの木が生える国道16号沿いの商店街

色鮮やかな七夕まつりの竹飾り

◆ 

面
積　
　

10
・
24
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
９
６
９
３
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
９
０
１
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
こ
の
ま
ち
が
好
き　

夢
か

な
う
ま
ち　

福
生

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
米
軍
横
田
基
地
が
あ
る
福

生
市
は
国
際
色
豊
か
な
ま
ち
。
多
摩
川
な
ど

の
豊
か
な
自
然
環
境
や
交
通
の
便
に
も
恵

ま
れ
、
住
宅
都
市
、
商
業
都
市
と
し
て
発
展

〔
名
産
品
〕
福
生
ド
ッ
グ
、
ハ
ム
、
日
本
酒
・

地
ビ
ー
ル

〔
観
光
〕
ふ
っ
さ
十
景
（
玉
川
上
水
新
堀
橋

付
近
、
桜
並
木
と
多
摩
川
、
清
岩
院
、
熊

川
神
社
、
神
明
社
、
み
ず
く
ら
い
ど
公
園
、

文
化
の
森
、
国
道
沿
い
の
商
店
街
、
柳
山

公
園
、
南
稲
荷
神
社
付
近
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
福
生
七
夕
ま
つ
り
、
ふ
っ
さ

桜
ま
つ
り
、
ほ
た
る
祭
、
福
生
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
フ
ェ
ア
な
ど

福生市長

加藤育男

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新宿区

福生市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

平
成
16
年
２
月
１
日
に
本
巣
町
・
真

正
町
・
糸
貫
町
・
根
尾
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
本
巣
市
は
、
岐
阜
県
の
南
西

部
の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
北
端
に
位
置
し
、

北
は
福
井
県
と
県
境
を
、
東
は
県
都
岐

阜
市
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
約
３
万
５
０
０
０
人
、
総
面
積

約
３
７
５
㎢
と
県
下
42
市
町
村
の
う
ち

９
番
目
と
い
う
広
さ
で
す
が
、
地
形
は

南
北
に
長
く
、
市
面
積
の
80
％
を
占
め

る
北
部
は
96
％
が
山
林
で
、
南
部
は
濃

尾
平
野
に
広
が
る
農
業
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
の
北
部
地
域
と
南
部
地
域
で
は
環

境
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
都
市
部

に
近
く
、
利
便
性
も
高
い
南
部
地
域
は
、

定
住
人
口
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
北

部
地
域
は
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
が
進

み
、
過
疎
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
市
域
の
中
で

も
過
疎
化
と
人
口
増
が
同
時
進
行
す
る
、

相
反
し
た
環
境
を
有
し
て
お
り
、
ま
さ

に
、
岐
阜
県
あ
る
い
は
日
本
の
縮
図
を

表
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
の
西
端
に
は
、
北
部
の
山
岳
地
帯

か
ら
流
れ
る
大
小
河
川
の
ほ
と
ん
ど
が

合
流
す
る
根
尾
川
が
南
へ
貫
流
し
て
い

ま
す
。
こ
の
河
川
を
か
ん
が
い
用
水
と

し
て
利
用
す
る
南
部
の
肥ひ

よ
く沃
な
耕
地
か

ら
は
、
各
種
の
農
産
物
が
豊
富
に
生
産

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
、
富
有
柿
、
イ

チ
ゴ
は
全
国
で
も
有
数
の
産
地
で
す
。

ま
た
、
花か

き卉
の
生
産
も
盛
ん
で
、
特
に

セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア
、
ミ
ニ
バ
ラ
は
全
国

シ
ェ
ア
の
50
％
以
上
を
占
め
、
名
古
屋

市
に
も
約
38
㎞
と
近
い
こ
と
か
ら
都
市

近
郊
型
の
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
、
日
本
三
大
桜
の

一
つ
で
樹
齢
１
５
０
０
年
を
誇
る
国
指

定
天
然
記
念
物
の
淡
墨
桜
を
は
じ
め
、

明
治
24
年
に
発
生
し
た
濃
尾
大
震
災
に

よ
り
上
下
６
ｍ
の
断
層
が
生
じ
た
根
尾

谷
断
層
や
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
の
能
郷
の
能
狂
言
、
真
桑
文
楽
な
ど

多
く
の
歴
史
的
文
化
財
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｎ
Ｏ
．１

　

本
市
は
、
東
洋
経
済
新
報
社
の

２
０
０
９
年
版
、
新
・「
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
」で
日
本
一
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

農
業
が
盛
ん
で
、
安
心
安
全
な
食
料

品
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
や
、
大
型

商
業
施
設
が
多
く
、
日
用
品
か
ら
ブ
ラ

ン
ド
品
の
購
入
が
市
内
で
で
き
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
近
く
に
岐
阜
市
、
名
古
屋
市

と
い
っ
た
大
都
市
が
あ
り
、
通
勤
圏
と

し
て
の
利
便
性
が
非
常
に
高
く
、
若
い

層
の
転
入
者
も
多
い
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
何
よ
り
本
市
に
は
、
昔
な
が

ら
の
助
け
合
い
や
、
人
の
温ぬ

く

も
り
に
あ

ふ
れ
た
地
域
性
や
人
間
性
が
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
協
働
に
よ
る
地
域
の
自
立

　

こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る

本
市
も
、
近
年
、
地
方
分
権
と
い
う
大

き
な
流
れ
の
中
で
、
地
方
自
ら
が
道
を

開
き
、
国
な
ど
に
頼
る
こ
と
な
く
自
立

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
で
も
、

地
方
分
権
の
流
れ
は
今
後
も
加
速
し
、

地
方
は
知
恵
と
工
夫
で
こ
の
流
れ
に
対

応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
少
な
い
財
源
で
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
効
率
的

で
投
資
効
果
の
高
い
行
政
運
営
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
や
企
業
な
ど
の
参
画
を
得
た

市
民
協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
に
、
市
民
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

地
域
座
談
会
、
企
業
懇
談
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
市
政
の
課
題
は
現
場
に

あ
り
、
そ
の
解
決
策
も
ま
た
現
場
に
あ

る
と
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
る
対
話
重
視
、
現
場
主
義
に
よ
り
、

「
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
本
巣
市
づ
く

り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

施
策
の
３
つ
の
柱

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
１
の
柱
は
、
元
気
な
里
づ
く
り
で
す
。

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
担
い
手
の

育
成
な
ど
農
林
業
の
振
興
や
企
業
誘
致

な
ど
に
よ
る
産
業
の
振
興
、
観
光
交
流

産
業
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
活
力
と
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
市
民
や
企
業
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
元
気
な

里
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
の
柱
は
、
温
も
り
の
あ
る
里
づ

く
り
で
す
。

　

地
域
の
中
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
元

気
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
「
温
も
り
の
あ
る
里
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

第
３
の
柱
は
、
う
る
お
い
の
あ
る
快

適
な
里
づ
く
り
で
す
。

　

森
林
や
河
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
守
り
、
道
路
網
の
整
備
や
上
下
水

道
な
ど
の
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
、

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
「
う
る
お
い
の
あ

る
快
適
な
里
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

む
す
び

　

本
市
の
良
き
伝
統
を
生
か
せ
ば
、
市

民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
こ
れ

か
ら
も
よ
り
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し

て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
よ
さ
日
本
一
」
の
評
価
を
こ
れ

か
ら
も
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
引
き
続
き
、
市
民
協
働
で
進
め

て
い
き
、
真
に
市
民
の
皆
さ
ん
が「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」と
実
感
し
て
い
た
だ
く
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本も

と

す巣
市（
岐
阜
県
）

本
巣
市
長
　
藤ふ

じ
わ
ら原

　
勉つ

と
む

｢�
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る�

ま
ち
づ
く
り｣

を
目
指
し
て

樹齢1500年を誇る国指定天然記念物の「淡墨桜」

国の重要無形民俗文化財の人形浄瑠璃「真桑文楽」

たわわに実る「富有柿」

◆�

面
積　
　

３
７
４
・
57
㎢

◆�

人
口　
　

３
万
５
５
２
６
人

◆�

世
帯
数　

１
万
１
４
７
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
自
然
と
人
が
共
生
し
、
快

適
で
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
森
林
と
渓
流
、
田
園
景
観

か
ら
な
る
美
し
い
自
然
環
境
と
大
都
市
と

の
地
理
的
優
位
性
を
兼
ね
備
え
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
２
月
１
日
、
本

巣
町
、
真
正
町
、
糸
貫
町
、
根
尾
村
の
３
町

１
村
が
対
等
合
併
（
新
設
合
併
）

〔
特
産
品
〕
富
有
柿
、
イ
チ
ゴ
、
真
桑
う
り
、

ミ
ニ
バ
ラ
、
セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア

〔
観
光
〕
淡
墨
桜
、
う
す
ず
み
温
泉
、
長
屋

神
社
馬
駆
け
祭
り
、
真
桑
人
形
浄
瑠
璃
、

能
郷
の
能
・
狂
言
、
本
巣
市
根
尾
谷
地
震

断
層
観
察
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
本
巣
市
花
と
ほ
た
る
祭
り
、

根
尾
川
花
火
大
会
、
宗
次
郎
淡
墨
桜
コ
ン

サ
ー
ト
、
も
と
す
織
部
祭
り
、
ふ
れ
あ
い

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

本巣市長

藤原　勉

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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フ
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本巣市

岐阜市



DECEMBER 2011 市政 54市政 DECEMBER 201155

4

わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

出
雲
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に
２
市

４
町
が
新
設
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

本
年
10
月
１
日
に
は
斐ひ

か
わ川

町
を
編
入
合

併
し
、
人
口
は
17
万
人
を
超
え
、
山
陰

両
県
で
３
番
目
の
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
企
業
誘
致
に
力
を
注
ぎ
、

優
良
企
業
の
相
次
ぐ
立
地
に
よ
り
、
製

造
品
出
荷
額
が
島
根
県
の
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
力
の
高
い
出

雲
平
野
を
中
心
に
農
業
産
出
額
が
県
全

体
の
25
％
を
占
め
る
な
ど
、
農
業
・
工

業
・
商
業
各
産
業
が
調
和
し
た
産
業
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
出

雲
縁
結
び
空
港
」
を
は
じ
め
、
河
下
港
、

山
陰
自
動
車
道
な
ど
環
日
本
海
交
流
を

担
う
交
通
拠
点
も
備
え
、
新
時
代
を
開

く
産
業
集
積
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
は
「
神
話
の
国
出
雲
」

と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、
出
雲
大
社
、

荒
神
谷
遺
跡
、
西
谷
墳
墓
群
な
ど
の
歴

史
・
文
化
遺
産
や
、
日
本
海
、
宍
道
湖
、

斐
伊
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
高
い
発
展
性

を
持
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
で
す
。

出
雲
神
話
観
光
大
国
の
創
造

　

平
成
24
年
に
編
さ
ん
１
３
０
０
年
を

迎
え
る
古
事
記
や
出
雲
国
風
土
記
に

は
、「
国
譲
り
神
話
」「
国
引
き
神
話
」
と

い
っ
た
出
雲
神
話
が
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

と
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
暦
10
月
は
、
一
般
的
に
は

「
神か

ん
な
づ
き

無
月
」
で
す
が
、
こ
の
時
期
全
国
か

ら
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々
が
出
雲
に
集
ま
ら
れ
、

男
女
の
「
縁
結
び
」
な
ど
に
つ
い
て
会
議

を
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
神か

み
あ
り
づ
き

在
月
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
出
雲
は
神
話
の
舞
台

で
あ
り
、
ど
こ
か
日
本
の
原
風
景
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
近
年
、
市
内
各
地
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
若
者
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
は
、
古
事
記
編

さ
ん
１
３
０
０
年
を
記
念
し
た「
神
話
博

し
ま
ね（
島
根
県
主
催
）」が
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
主
会
場
と
な
る

出
雲
大
社
周
辺
で
は
、
神
話
の
謎
や
魅

力
を
映
像
や
伝
統
芸
能
な
ど
で
印
象
的

に
表
現
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
神
話

博
を
通
じ
て
、
全
国
の
皆
さ
ま
に
神
々

の
物
語
が
息
づ
く
出
雲
へ
の
関
心
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
60
年
に
１
度
と
い
う
出
雲

大
社
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
進
む
中
、

平
成
25
年
５
月
に
は
御
本
殿
遷
座
祭
が

と
り
行
わ
れ
ま
す
。
出
雲
大
社
御
本
殿

は
、
日
本
最
古
様
式
の
神
社
建
築
で
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の

参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
が
、
特
に
こ
の
年

は
、
市
を
挙
げ
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
と
と
も
に
、
出
雲
大
社
大

鳥
居
か
ら
勢せ

い
だ
ま
り溜ま
で
の
門
前
町
「
神
門
通

り
」
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

狭
か
っ
た
歩
道
を
広
く
し
、
電
線
類
の

無
電
柱
化
や
道
路
の
美
装
化
、
街
灯
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
歩
行
者
と
車
が
共

存
し
、
安
心
し
て
楽
し
み
な
が
ら
歩
け

る
道
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
道
路
デ
ザ
イ
ン
、
景
観

デ
ザ
イ
ン
の
検
討
に
よ
っ
て
進
め
て
お

り
、
地
元
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
大
社

門
前
に
ふ
さ
わ
し
い
気
品
と
風
格
を
備

え
た
景
観
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
時
は
店
舗
数
の
減
少
で

人
通
り
が
や
や
寂
し
く
な
っ
て
い
た
街

並
み
に
、
近
年
新
店
舗
が
次
々
と
開
店

し
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
市
で
も「
街
な
み
整
備
助
成

事
業
」に
よ
り
、
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
協

定
の
趣
旨
に
沿
っ
た
建
物
の
新
築
改
築

な
ど
を
支
援
し
、
出
雲
大
社
参
詣
道
と

し
て
の
街
並
み
形
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
出
雲
」の
真
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

出
雲
神
話
や
出
雲
大
社
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、「
出
雲
」
の
地
名
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。「
出
雲
」は
、
ま
さ
し
く

全
国
に
誇
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
言
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た

ち
市
民
が
、
そ
の
魅
力
を
十
分
に
生
か

し
き
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。「
出

雲
」の
真
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
魅
力
を
認
識
し
、「
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
、

誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
出
雲
を
創
造
す

る
こ
と
で
あ
り
、
市
外
の
人
も「
行
っ
て

み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」と
憧
れ
る
出

雲
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

毎
年
10
月
10
日
の
体
育
の
日
、
出
雲

路
を
舞
台
に「
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅

伝
競
走
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
生
三
大

駅
伝
の
一
つ
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

て
き
ま
し
た
が
、
全
国
放
送
で「
出
雲
駅

伝
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。
大
会
を
多
く

の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
、
発
展

さ
せ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
へ「
出

雲
」を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
工
場
を
持
つ
富
士
通

が
、
斐
川
町
と
の
合
併
を
機
に
、
生
産

す
る
す
べ
て
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を「
出

雲
モ
デ
ル
」と
し
て
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。「
出
雲
」
の
名
が
日
本
の
ふ
る
さ
と
、

神
話
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
相
ま
っ
て
、

製
品
に
付
加
価
値
を
与
え
る
こ
と
と
な

り
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
出
雲
」
ブ
ラ
ン
ド
が
認
め
ら
れ
る
に

は
、
何
よ
り
市
民
の
盛
り
上
が
り
が
必

要
で
す
。
本
市
で
は
、
平
成
22
年
に「
出

雲
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
市
民
委
員
会
」を
立

ち
上
げ
、「
大
好
き
☆
出
雲
！
」
の
ロ
ゴ

作
成
な
ど
、
具
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
企
画
・
提
案
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
真
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
と
の
信
念
で
、

市
民
と
と
も
に
、
全
国
に
誇
れ
る
都
市
、

夢
と
希
望
を
持
て
る
「
五
つ
星
の
出
雲

市
」を
実
現
す
べ
く
、
さ
ら
に
汗
を
か
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出い

ず

も雲
市（
島
根
県
）

出
雲
市
長
　
長な

が
お
か岡
秀ひ

で

と人

「
五
つ
星
の
出
雲
市
」
の

実
現
を
目
指
し
て

「出雲大社」： 60年に一度の「平成の大遷宮」（平成25年には本殿遷座祭を迎える）出雲大社勢溜をスタートする「出雲駅伝」（平成23年10月10日 第23回大会より）

バッジやチラシなどで
ＰＲしている「大好き☆
出雲！」のロゴ（全4種）

◆ 

面
積　
　

６
２
４
・
12
㎢

◆ 

人
口　
　

17
万
５
４
６
７
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
９
８
２
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
全
国
に
誇
れ
る
都
市
・
子

ど
も
た
ち
や
若
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の

市
民
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
「
五
つ
星
の

出
雲
市
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
古
代
日
本
国
誕
生
の
ロ
マ

ン
に
溢
れ
る
出
雲
神
話
の
ふ
る
さ
と
、
豊

か
な
出
雲
平
野
が
広
が
る
農
業
生
産
力
の

高
い
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
各
産
業
が
調

和
し
た
地
域

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
３
月
22
日
に
出

雲
市
・
平
田
市
・
佐
田
町
・
多
伎
町
・
湖
陵
町
・

大
社
町
が
合
併
。
平
成
23
年
10
月
１
日
に

は
斐
川
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
出
雲
そ
ば
、
ぶ
ど
う
、
柿
、
多
伎

い
ち
じ
く
、
出
西
生
姜
、
し
じ
み
、
あ
ご
野

焼
、
十
六
島
の
り
、
出
雲
ぜ
ん
ざ
い

〔
観
光
〕
出
雲
大
社
、
国
立
公
園
日
御
碕
、

須
佐
神
社
、
一
畑
薬
師
、
荒
神
谷
遺
跡
、

西
谷
墳
墓
群
、
湯
の
川
温
泉

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
出
雲
神
話
ま
つ
り
、
出
雲
全

日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
（
出
雲
駅
伝
）、

出
雲
総
合
芸
術
文
化
祭
、
神
在
月
出
雲
そ
ば

ま
つ
り

出雲市長

長岡秀人

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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松江市

出雲市


